
株主の皆様には、平素より格別のご高配をいただき、厚く御礼
申し上げます。
当社グループは、生活上必要不可欠な容器－カタチ（容）ある

ウツワ（器）－を通じて、お客様の商品である内容物の価値を
安全に包み、さらにその価値と個性化を高め「世界の器文化に
貢献」することを使命としています。
その使命を果たすために、当社グループは世界のサステナ
ビリティな発展に貢献する容器開発を継続して進め、お客様の
求める商品価値の創造とより高い満足を目指し、Standoutな
パッケージングソリューションを提供してまいります。

この2020年上半期は世界的に新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の影響を大きく受けた期間でした。まずはこの新型
コロナウイルス感染症に罹患された皆様及び感染拡大により
困難な生活環境におられる皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
当社グループにおきましても、中国子会社での半月の企業活動

の全面停止、日本国内での緊急事態宣言発令、アメリカ、オランダ、インド、タイでの外出禁止令、各国政府の出入国制限により生産活動
や営業活動に大きな制約が発生しました。しかしながら生産拠点のある中国、インド両国において、生活に必要な容器を製造している、
特に感染拡大の抑制に利用する除菌関連製品に必要な容器を製造していることから、それぞれ早い時期から生産活動の許可をいただき、
従業員の感染予防にも配慮して生産活動を行うことができました。

日本国内におきましても、４月の緊急事態宣言の発令に伴い、東京、大阪、名古屋、福岡の営業・管理部門人員については出社人数を
制限し、在宅勤務や時差通勤を導入しました。お客様との間でもWEB会議等を活用し、遠隔でのコミュニケーション確保に努めました。
今年４月にオープンしたTOGETHER LABはお客様をお迎えしての活用はまだ本格化していませんが、デジタルツールの活用を想定
した機能を備えているので、今後の提案営業活動でその機能を発揮できるものと期待しています。
2020年上半期の業績につきましては、このような事業環境の中で連結売上高は前年比5.4%減となる74億19百万円となりました
が、営業利益は中国政府の社会保険料免除、原油価格低下に伴う原材料費負担の軽減などがあり、前年同期比17.9%増となる9億
89百万円となりました。新型コロナウイルス感染症のリスクは軽減することなく存在していますが、当社を取り巻く事業課題を的確に
認識し、Standoutなパッケージングソリューションを提供してまいります。
株主の皆様には、健康にご留意いただくとともに、今後ともより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。



アイデアスケッチ

　お客様の求める商品価値の創造とより高い満足を

目指しStandoutなパッケージングソリューションを

提供するための「共創開発拠点」として、2020年4月

にTOGETHER LABがオープンしました。

　TOGETHER LABでは理想の容器を作るために、

お客様の企画、試作から量産のご相談までを都内

で行える環境を整えました。当社のスタンダード

ボトルを数多く展示したり、デジタル設計ツールと

3Dプリンターを活用してお客様のアイデアをその場

で立体模型として提示したり、オリジナル容器のため

の調色や本生産へ向けた印刷の確認もワンストップ

で提供していくことで、お客様のブランド作りに貢献

してまいります。








